
新しい総合事業の移行戦略 

地域づくりに向けたロードマップ 

平成２７年１１月６日 
吉見町健康推進課 

吉見百穴（国指定史跡） 



吉見町の概況 

 面           積：３８．６４平方ｋｍ 

 人             口：２０，６３４人 

 高齢者人口：５，４０９人（高齢化率：２６．６％） 

 要介護認定者数：８３３人（第２号被保険者２９人を含む） 

 要介護認定率：１４．１％         （平成２７年３月末） 

町のイメージキャラクター 
“よしみん” 
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高齢者世帯の推移 
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地域包括ケア「見える化システム」から抜粋 



388  
426  

469  470  461  
494  

527  544  

42  

50  

57  67  55  
52  

65  
77  

431  

466  

494  493  
505  

554  

604  

636  

16.4 

17.1 

18.0 
18.1 

17.4 

18.0 

18.7 

18.9 

15.0 

15.5 

16.0 

16.5 

17.0 

17.5 

18.0 

18.5 

19.0 

19.5 

0  

200  

400  

600  

800  

1,000  

1,200  

1,400  

平成１９年度 平成２２年度 平成２５年度 

千
 

年
間

介
護

費
用

額
 

百
万

 
吉見町の介護費用額の推移 

費用額（在宅サービス） 費用額（居住系サービス） 費用額（施設サービス） 第１号被保険者１人１月あたり費用額（円） 

地域包括ケア「見える化システム」から抜粋 
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新しい介護予防・日常生活支援総合事業 

Ｈ２６全国介護保険担当課長会議資料②から抜粋 

１ 

２ 

３ 



要介護認定の申請の基準 
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杖をついたり、歩行器を利用してもひとりで歩くことができない 

入浴や体を洗う行為がひとりで出来ないため清潔を保つためのサービ
スを利用したい 

認知症の悪化により日常生活に支障をきたしている 

服薬や病気の管理のため訪問看護サービスの利用がしたい 

自宅内の移動、浴槽が深いなどの理由から住宅改修、福祉用具を利用
したい 

家族の介護力の問題で長時間の預かりを求めている 



9 

事業対象者, 33, 
33% 

要支援１, 7, 7% 

要支援２, 6, 6% 

要介護１～５, 

53, 54% 

要介護認定新規申請状況 

(Ｈ２７．４～９） 
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吉見町地域ケア会議の内容 
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埼玉県和光市コミュニティケア会議方式 

• 平成２６年度埼玉県人材派遣事業の活用 

介護保険法の周知 

• 健康の保持増進、有する能力の維持向上 

自立支援型ケアマネジメント 

• 自立支援・再発悪化予防・重度化防止 

ケアマネジメントの質の向上 

• 給付の適正効果 
 



吉見町介護予防施設「悠友館」 

平成１５年４月開館 
 
 
 
 
平成１８年４月 
 
 
 
平成26年2月 

平成１４年度に埼玉県の補助事業「介護予防拠点整備事業費補助金」を受 
け、高齢者の健康保持を目的とした介護予防、世代間交流の拠点として、 
総事業費 215,292千円で建設。 
「悠友館」は、約５００㎡の軽運動室をはじめ工芸室、会議室、談話室、多
目的ホールを備え運動教室を中心に趣味を生かす教室などを展開。 
介護保険制度改正に基づき「悠友館」内に「吉見町地域包括支援センター」
を開設。従来実施していた介護予防教室を地域支援事業に位置づけ現在に至
る。平成２６年度は、延べ１９，１１４人の方々が利用。 
 
隣接する保健センターと事務所を統合。 

吉見町介護予防施設「悠友館」 

工芸室 

会議室 

談話室 

軽運動室 

多目的ホール 
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元 気 な 方 

■特定健診 ■一般健診 ■各種がん検診 ■体力測定 ■健康教室 

【一般介護予防】 
•のびのび体操教室(初心者コース) 
•いきいき体操教室(中級者コース) 
•にこにこ体操教室(上級者コース) 
•元気アップ教室（筋力トレーニング教室） 
•元気はつらつ教室 
（運動器機能向上・口腔機能向上・栄養改善） 

健 康 づ く り 
介 護 予 防 

日 常 の 生 活 が 
ちょっと大変な方 

■出前体操教室 
 (地区公民館、生涯学習センター、荒川荘) 
■いきいきサロン等（集会所等） 
■パドル体操 ■卓球 ■太極拳 など 楽 し み な が ら 無 理 

せ ず 健 康 づ く り 

日 常 の 生 活 が 
大 変 な 方 

【介護予防・生活支援サービス事業】 
・リハビリ・リハサロン(機能回復訓練)   
・おたっしゃくらぶ  
・かろやかくらぶ  
■複合型介護予防事業(とじこもり予防、うつ・
認知症予防) 
■訪問型介護予防事業 

身 体 機 能 の 
維 持 ・ 改 善 

悪化 

改善 

〈介護予防事業イメージ図〉 

 

 

 

 

 

 

 



既存通所介護　５０人

○
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

Ａ
4月～6月

２０人×１０回

予防給付※併用含む

　通所リハビリ3人　訪問リハビリ1人
　福祉用具30人　短期入所1人

○訪問型予防事業　２０人

○
通
所
型
介
護
予
防
事
業

複合型介護予防事業

○生活支援サービス（配食）２０人

Ｂ
7月～９月

２０人×１０回

Ｃ

１０月～１２月
２０人×１０回

Ｄ

１月～３月
２０人×１０回

包括的支援事業

２０人×２４回

介護予防リーダー育成事業

３０人×４２回

３０人×４３回

いきいき体操教室
（中級者コース）

３０人×４３回

評価事業
（体力測定）
特定健診時

に実施
5回

にこにこ体操教室
（上級者コース）

ゆうゆう保健室
（健康相談）

３０人×２４回

介護予防ボランティア活動の支援ほか

元気アップ体操教室
(筋力トレーニング）

出前体操
教室

１０人×
２０回×
４会場

元気はつらつ教室

２０人×４３回

のびのび体操教室
（初心者コース）

通所型サービス　１５人
機能訓練事業

通所型サービス　２０人
おたっしゃくらぶ

通所型サービス　２０人
かろやかくらぶ

アシタバ教室
パドル体操

平成２７年度 介護予防事業のあらまし

荒川荘 地　　　域

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（予防給付：要支援１～２）H27.3.31現在　サービス利用者数６６人

一
般
介
護
予
防
事
業

いきいき
サロン
10人×
５０会場

　
介護予防

リーダーに
よるサロン

活動
２４回

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（介護給付：要介護１～５）

３０人×４０回

悠友館
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
事
業

新
し
い
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

地
域
支
援
事
業

任意事業

　■総合相談事業　　■権利擁護事業　　■地域ケア会議の充実　■在宅医療・介護連携の推進　■認知症総合支援事業　■生活支援体制整備事業

　■家族介護教室　　■配食サービス　　■紙おむつ給付　　■適性化事業　　■住宅改修理由書作成手数料

高齢者
学級400人

×１回

≪介護予防事業拠点の拡大≫悠友館から地域へ ➡ ➡ ➡
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平成２６年度介護予防ボランティア講習会の内容 
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  日程※13：30～16：30 時間 講義 

第1回 
12/9 (火) 

 

0.5 オリエンテーション 
1.5 これからの高齢者福祉 
0.5 ボランティア活動の意義 

第2回 12/16 (火) 

1 高齢者の特徴 
1 高齢者体験をしてみよう 
1 体操で体も心もリフレッシュ 

第3回 1/13 (火) 
1.5 口腔教室～口から元気になりましょう～ 

1.5 高齢者向けの栄養学 

第4回 1/20 (火) 
1.5 

介護技術と援助の方法を学ぼう 
1.5 

第5回 1/24(土）14：00～16：00 1.5 認知症サポーター養成講座(認知症の理解～温かく見守るために～） 

第6回 1/27 (火) 
1.5 応急救護（ＡＥＤ講習） 

1.5 体験オリエンテーション 

第7回 1/28(水）～2/23（月）   地域福祉活動体験 

第8回 2/24(火） 

1.5 研修の振り返り 
1 これからのボランティア活動に向けて 

0.5 閉講式 



介護予防ボランティアの活動 

• 介護予防ボランティア登録人数 

                  現在 ７１名 

 

• 活動している介護予防ボランティア人数 

                  現在 ４２名 

・通所型介護予防事業（水曜・金曜） 

   →平成２７年度 （火曜・水曜・金曜） 

・特定健診 ・高齢者学級  
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介護予防ボランティア活動状況 

  7/10 7/11 7/12 7/13 7/14 7/15 

特定健康診査 
ボランティア数 13 14 14 16 13 14 

特定健診受診者数 237 296 198 174 313 212 

  延べ参加者数 協力依頼 実動 出席率 

①おたっしゃくらぶ      （４２回） ５２０ 

１９７（１回あたり平均４．７人） １０６ ５３．８％ 
②機能回復訓練（リハビリ） （４１回） ３３９ 

③かろやかくらぶ       （４２回） ６０５ 
１３６（１回あたり３．２人） ８３ ６１．０％ 

④しゃっきりくらぶ       （４２回） ４７２ 

平成２6年４月から平成２７年３月まで          

その他の活動 
高齢者学級への協力  ２３人 

教育委員会生涯学習課との共催で吉見町の健康講座として開催。 

活動としては、受付、案内、資料の配布等。３８９人という多数の参加があり、 
健康講座にも参加している。 
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地域住民の参加 

高齢者の社会参加 生活支援・介護予防サービス 

 生活支援の担い手 
 としての社会参加 

○現役時代の能力を活かした活動 
○興味関心がある活動 
○新たにチャレンジする活動 
 
  ・一般就労、起業 
  ・趣味活動 
  ・健康づくり活動、地域活動 
  ・介護、福祉以外の  
    ボランティア活動 等 

 
○ニーズに合った多様なサービス種別 

○住民主体、NPO、民間企業等多様な 
  主体によるサービス提供 
 
  ・地域サロンの開催 
  ・見守り、安否確認 
  ・外出支援 
  ・買い物、調理、掃除などの家事支援 
  ・介護者支援  等  
  
 

バックアップ 

バックアップ 

都道府県等による後方支援体制の充実 

市町村を核とした支援体制の充実・強化 

○ 単身世帯等が増加し、支援を必要とする軽度の高齢者が増加する中、生活支援の必要性が増加。ボランティア、ＮＰＯ、民間企業、協同
組合等の多様な主体が生活支援・介護予防サービスを提供することが必要。 

○ 高齢者の介護予防が求められているが、社会参加・社会的役割を持つことが生きがいや介護予防につながる。 
○ 多様な生活支援・介護予防サービスが利用できるような地域づくりを市町村が支援することについて、制度的な位置づけの強

化を図る。具体的には、生活支援・介護予防サービスの充実に向けて、ボランティア等の生活支援の担い手の養成・発掘等の
地域資源の開発やそのネットワーク化などを行う「生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）」の配置などについて、介
護保険法の地域支援事業に位置づける。 

生活支援・介護予防サービスの充実と高齢者の社会参加 

18 
介護予防・日常生活支援総合事業のガイドラインから抜粋 



介護予防リーダー育成教室の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

• 自分自身の介護予防や健康づくりに役立てる。 

 

 回 内容（講義及び実技） 

1 運動と身体活動 

2 柔軟運動（ストレッチ） 

3 有酸素運動（ウォーキング） 

4 筋力運動（筋トレ） 

5 ロコモティブシンドローム予防体操（ロコトレ） 

6 体力測定（Ⅰ） 

7 アイスブレイク（脳トレ） 

8 グループワーク 

9 高齢者の栄養 

10 サロン運営について 

19 



町でのサロン一覧（Ｈ２６） 
No. サロン名 地域 

1 田甲いきいきシニア 田甲 

2 一ツ木いきいきサロン 一ツ木 

3 本沢押し花クラブ 本沢 

4 いきいきサロン本沢 本沢 

5 なかよしクラブ 地頭方 

6 ひまわりサロン 成城台 

7 お茶飲みに来ませんか 地頭方 

8 久米田いきいきサロン 久米田 

9 げんきかい 下細谷 

10 高砂いきいきサロン 北下砂 

11 いきいきサロン光梅会 万光寺 

12 たんぽぽ 八反田 

13 なかよしキッズ 湖畔 

14 なごみの会 新道ほか 

15 ごしょクラブ 御所 

16 あやめ会 松の平 20 



サロンの内容 

おしゃべり・会食（調理）・健康体操・お花見・手
芸・合唱・季節の行事 など 

 

 

健康体操を介護予防リーダーが指導し、地域
全体で介護予防に取り組む。 

地域の高齢者が歩いて行ける距離（徒歩圏内
半径５００ｍ）に１か所が目標です。 
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体力がつく 

これからのイメージ 

住民主体の    
通いの場 

外出機会 運動 

会話 

閉じこもり予防 

地域のつながりができる 

友人ができる 

口腔機能向上 
気分転換 

認知症予防 

尿もれ予防 

転倒予防 

運動機能向上 
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① 職員からカードを受け取ります。 

※カードは３枚まで持てます。 

↓ 

② 登録店の中からカード１枚につき、通うお

店を１か所決めます。 

↓ 

③ ３か月以内で１０個ためましょう。 

登録店から目標を達成した方へ特典を提供 

 

※随時、登録店は増えていきますので、新しい 

登録店の情報等は悠友館へお尋ねください。 
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